
あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎ 76-2100 ＜あぶた読書の家＞）

［時間］９時～ 17 時 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
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めくって学べる乗り物のしくみ図鑑
小峯龍男
　大人気のしかけ図鑑シリーズ最新刊 ! 今
度のテーマは「乗り物」です !
　乗り物には「しくみ」がいっぱい ! 新幹
線や電車、車、建機、遊園地の乗り物にロー
プウェイ。豪華クルーズ船や飛行機も ! し
かけをめくってしくみがわかる、理系脳を
育てる図鑑です。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　４月のおはなし会
■日　時　①４月 11 日（月）、25 日

（月）10 時～ 11 時、４月 21 日（木）
14 時 30 分～ 15 時 30 分② 4 月 15
日（金）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶ
た読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
中止の場合もあります。

広報とうやこ　2022 年４月広報とうやこ　2022 年４月17

今月の
１冊

新型コロナウイルス感染症対策のお知らせ
　新型コロナウイルスの感染対策は飛沫防止や消毒などが不可欠です。ワクチンの接種が進んでいますが
マスク着用など基本的な対策がおろそかにならないよう今一度見直してみましょう。

寒い場所でも
換気の徹底を！

・機械換気による常時換気
・機械換気が設置されていない場合は、室温が下がらない範囲で常時窓開け
　（窓を少し開け、室温は 18℃以上を目安！）
・飲食店などで可能な場合は、ＣＯ２センサーを設置。適切な換気により二酸化炭素濃
  度を 1000ppm 以下に維持（機械換気の場合。窓開け換気の場合は目安）

１．不織布マスクを使いましょう
マスクは飛沫を出す側、吸い込む側の両

者が使って効果を発揮します。布やウレタ
ン製よりも飛沫を防ぐ効果が高い不織布製
マスクを活用し、相手と 50 センチ以上の間
隔を空けましょう。

２．正しいマスクの付け方
マスクは、顔に密着させて使用することで初めて感染予防の効果

を十分に発揮します。着用法に誤りがないか、あらためて確認し
てみましょう。顔とマスクに隙間がある場合、飛沫の捕集効率に
20％近い差が生じることが最近の研究でわかっています。

隔を空けましょう。

50 センチ

１．鼻と口の両方を
　　確実に覆う

２．ゴムひもを
　　耳にかける

３．隙間がないよう
　　鼻まで覆う


